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第６章 品質改善・安全性向上へ向けての調査検討 

 

６．１フィリピン構造基準（NSCP National Structural Code of the Philippines）関係の

調査 

 

（１）概要 

コンクリーブロック関係のフィリピンにおいて適用される構造基準を把握するための調査を行った。

具体的には、フィリピンの構造基準であるフィリピン構造基準（NSCP）の第 7 章組積造を翻訳し、

その内容について建築学会 CIB 委員会地震防災小委員会構造基準 WG などの協力を得て、そ

の内容の把握を行った。その結果、今回、本プロジェクトで対象とする、低層のコンクリートブロック

造住宅とコンクリーブロックによる非構造壁については、ほとんど適用される基準が整備されていな

いことが把握できた。なお、このことについては、NSCP の策定主体であるフィリピン構造技術者協

会の基準策定の主要メンバーである、会長、副会長などに確認いただいた（2019 年 10 月の日本

招聘時の意見交換など）。 
 

 

（2）NSCP と関連基準の概観（2019 年度建築学会大会梗概） 
前述の調査研究の概要を、2019 年度日本建築学会大会学術講演会において、下記の 8 編の

梗概として取りまとめ、発表を行った。 
 
主題「コンクリートブロック造に関する国際的な視野からの基礎的な研究」 
（その 1 調査研究の背景、目的及び研究の概要） 
（その 2 日本のコンクリートブロック造関係規定の制定時の状況） 
（その 3 日本の補強コンクリートブロック造の規基準の概要） 
（その 4 フィリピン構造基準（NSCP2015）のコンクリートブロック関係規定の概要） 
（その 5 フィリピン構造基準（NSCP 2015）の 710 節（メーソンリーの経験的設計）

の概要） 
（その 6 材料基準） 
（その 7 米国の組積造構造基準の概観） 
（その 8 米国「補強組積造工学ハンドブック」の概要） 
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